
令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 常盤北 小学校 ）     学校番号 ０４１                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
「子どもが伸び合い、地域に信頼される学校 ～一人ひとりの Well－being（幸せ）の実現を目指して～ 」 
○人が躍動する学校  ○学び舎として落ち着きと美しさのある学校 

       

          

重 点 目 標 

１ 魅力あふれる授業の創造と真の学力の育成 
２ 自己肯定感・自己有用感を高める、安心・安全できれいな学校づくり 
３ コニュニティー・スクールとして、地域とともにある学校づくり 
４ 教職員一人ひとりに応じた働き方改革と意欲に満ちた教職員集団の醸成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

（現状） 

○全国学力・学習状況調査や市学習状況調査で

は、国語、算数ともに全国、市平均と比べ概ね

良好な結果である。 

○市学習状況調査では、学びに向かう力等に関す

る質問に肯定的な回答をした児童の割合は、学

年間で相違はあるが、市平均よりやや高い。 

（課題） 

○全国学力・学習状況調査の結果分析から、特に

国語の「読むこと（思考・判断・表現）」に課

題が見られる。 

○読書活動を苦手とする児童や、習慣化されてい

ない児童が見られる。 

 

・学びの個別最

適化、探求化

に向けたタブ

レット端末の

活用 

①全国学力・学習状況調査について、児

童が自己採点を行い、その結果を情

報端末上のシートに入力すること

で、児童が自らの学習状況を把握で

きるようにする。 

②デジタル教科書、ドリルパーク、スタ

ディサプリ等のアプリを取り入れた

授業を実践する。 

①児童が自己採点の結果を基に、自らの

学習状況を把握し、目標を立て、達成

に向けて行動できるようになったか。 

②学校自己評価（児童評価）において、

「楽しく授業に取り組んでいる」の肯

定的な回答の割合が９２％以上となっ

たか。 

①全国学力・学習状況調査について、児童が

自己採点を行い、その結果を情報端末上の

シートに入力し、児童が自らの学習状況を

把握・分析する取組を行った。 

②学校自己評価（児童評価）において、「楽

しく授業に取り組んでいる」の肯定的な回

答の割合が８６％であった。 

Ｂ 

○タブレットの活用率は、全国学力学

習状況調査の結果によると、全国平

均と比較して高い傾向にあるが、学

年間で活用の差がある。個別最適な

学びにむけ、「タブレットを使用す

るのは教員ではなく児童」を合言葉

に、タブレット端末の有効な活用事

例を共有していく。 

 

・読書で知識を身につけ、コミ

ュニケーションを意識した取組

の積み重ねが重要である。学

校・家庭・地域が協働し、子ど

もたちにその良さを味わわせる

きっかけづくりを推進していき

たい。 

 

・幼少期から読書習慣をつける

ことが重要だろう。学童保育で

も読書の時間をとっているが、

集中して読んでいる。これから

も読書コラボ給食等、アイディ

アのある取組を継続実施してほ

しい。 

・昨年度の研究

を 基 盤 と し

た、授業改善 

①昨年度まで研究してきた読解力向上の

手立てをベースに、各教員の専門性を

より高める研究を推進する。 

②司書教諭を中心に、学校図書館教育の

成果と課題を見直す。児童委員会を中

心に、児童主体の読書啓発運動を推進

する。 

 

①学校自己評価（職員評価）において、

授業力向上に関連する項目の肯定的な

回答の割合が９０％以上となったか。 

②学校自己評価(保護者評価)において、

学校図書館教育に関連する項目の肯定

的な回答を割合が９０％以上となった

か。 

①教員一人 1 回以上公開授業を行い、授業の

手立てについて協議を深めた。また大学教

授を招聘し、より実践に活かせる研修会を

実施した。学校自己評価（職員評価）にお

いて、授業力向上に関連する項目の肯定的

な回答の割合が９８％であった。 

②学校自己評価(保護者評価)において、学校

図書館教育に関連する項目の肯定的な回答

の割合が９６％であった。 

Ａ 

○全国学力・学習状況調査の「国語」

「算数」ともに、本校の平均正答率

は市を上回った。読書については

「読書コラボ給食」等のイベントを

通して、本に親しむ機会を増やすこ

とができた。生涯にわたり深い学び

の下支えになる自主的な読書活動が

できるよう、学校図書館の充実を継

続していく。 

2 

（現状） 

○市学習状況調査では、「自分には、よいところ

があると思う」の質問に肯定的な回答をした児

童の割合は、市平均を下回る学年が複数見られ

る。 

○児童数及び教職員数が少ないことから、清掃が

十分に行き届かない場所がある。 

（課題） 

○児童一人ひとりの状況を的確に把握し、適切な

タイミングで組織的に支援・相談していく体制

づくりが課題である。 

○清掃の意義を理解し、主体的に考えて行動でき

るようにすることが課題である。 

 

・児童一人ひと

りに寄り添っ

た教育支援・

相談に向けた

校内体制の充

実 

①いじめを早期発見・解決するため、定

期的な児童アンケートや面談等の記

録を蓄積し、児童一人ひとりの状況

を継続的に把握・支援する。 

②道徳教育の推進、児童を認める声掛け

の継続等、児童の自己肯定感を高め

る教育活動を実践する。 

①学校自己評価（児童評価）において、

「先生に励ましてもらっている」の肯

定的な回答割合が８０％以上となった

か。 

②市学習状況調査等における「自己肯定

感」の肯定的な回答割合が市平均を上

回ったか。 

①学校自己評価（児童評価）において、「先

生に励ましてもらっている」の肯定的な回

答割合が７８％であった。 

②道徳の授業公開、読書活動の推進等を実践

した。市学習状況調査等における「自己肯

定感」の肯定的な回答割合が市平均を下回

る学年があった。 

Ｂ 

○「自分には、よいところがあると思

う」の質問に肯定的な回答をした児

童の割合が、市平均を下回る学年が

まだ複数見られる。子どもたちの自

尊感情を高めるために、よさを認

め、悩みは共に解決していく教育相

談体制の充実を進めていく。 
 

・小学校６年間で身につけてき

たことが、中学校での学習等に

生きる力になると思う。子ども

の人格を尊重するような取組を

具現化しながら、これからも常

盤北小学校らしい教育を進めて

ほしい。 

 

・掃除をよくやっている。細か

いゴミまで進んで拾う等、取組

の成果が出てきている。これか

らも継続していってほしい。 

・安全できれい

な学校の実現

に向けた清掃

活動の充実 

 

①清掃指導体制を見直すとともに、児童

が主体的に清掃活動に取り組めるよ

う支援する。 

②点検表に基づく安全点検を定期及び随

時実施し、危険個所の早期発見・修

繕を徹底する。 

①学校自己評価（保護者評価）におい

て、関連する項目の肯定的な回答の割

合が９０％以上となったか。 

②学校自己評価（児童評価）において、

関連する項目の肯定的な回答の割合が

９０％以上となったか。 

①学校自己評価（保護者評価）において、関

連する項目の肯定的な回答の割合が９７％

であった。 

②学校自己評価（児童評価）において、関連

する項目の肯定的な回答の割合が９７％で

あった。 

Ａ 

○清掃時間、環境委員会の児童が清掃

の模範を見せることで、清掃の取組

状況がより良くなっている。今後、

子どもたちに清掃の良さをより実感

できるよう、特別活動や道徳等の指

導内容の工夫改善を継続していく。 

3 

（現状） 

○学校運営協議会で設定した目指す児童像「コミ

ュニケーション力を身に付けた児童」に向け、

特にコミュニケーション力の土台となる「あい

さつ」に着目した取組を継続した。 

（課題） 

○学校運営協議会における、児童の主体的な参加

が進んでいない。児童の意見が運営協議会に活

かせるような工夫が必要である。 

○家庭や地域と連携した「あいさつ」運動を進め

ていけるよう、学校運営協議会や児童会等の活

動方法を工夫する必要がある。 

・目指す児童の

姿を地域・家

庭と共有する

ための教育活

動の公開 

①学校運営協議会に児童が効果的に参加

できる方法を検討し、実践する。 

②学校・学年だより、学校公開を通し

て、学校の取組を情報発信するととも

に、HP 等で学校運営協議会の情報を

発信する。 

 

①学校運営協議会において児童の意見が

共有されたか。 

②学校自己評価（保護者評価）におい

て、「保護者や地域に積極的に情報を

公開している」の肯定的な回答の割合

が９３％以上となったか。 

①学校運営協議会に児童委員会（計画委員

会）の児童が参加した。学校のあいさつ運

動等について、地域と共通理解を図った

が、協議時間としては短かった。 

②学校自己評価（保護者評価）において、

「保護者や地域に積極的に情報を公開して

いる」の肯定的な回答の割合が１００％で

あった。 

Ｂ 

○学校運営協議会に児童が参加する形

が見えてきた。児童の取組等を知る

ことで、熟議の内容がより具体的か

つ建設的なものに深化している。熟

議の内容をより子どものために実践

できるよう、子どもの姿や意見を共

有しながら熟議を行っていく。 
 

・子どもたちは、朝の登校中、

疲れた表情を見せていることが

多いが、学校では明るい表情を

見せている。学校が居心地のよ

い場所になっているのは確かだ

と思う。子どもの居場所づくり

をこれからも進めてほしい。 

 

・保育園等でも、「あいさつを

当たり前に」と願いをもってあ

いさつを啓発している。保幼少

の連携も充実できると考える。 

・学校・家庭・

地域が連携し

たあいさつ運

動等の実施 

①ＳＳＮ協議会等の熟議においても「あ

いさつの励行」の具体的な取組を共有

し、実践事例をより広く周知する。 

②常盤小学校、常盤中学校との合同学校

運営協議会を開催し、義務教育９年間

を通した教育について情報共有する。 

①熟議で決定した取組が計画どおりに行

われたか。 

②学校自己評価（職員評価）において、

「家庭や地域であいさつができてい

る」の肯定的な回答の割合が６０％以

上となったか。 

①熟議で決定した取組を計画どおりに行い、

特にあいさつ運動に力を入れた。 

②学校自己評価（職員評価）において、「家

庭や地域であいさつができている」の肯定

的な回答の割合が７２％であった。 

Ａ 

○計画生活委員会を中心にあいさつ運

動が広がっている。常盤北小学校あ

いさつ運動のベストを着用したこと

で、宣伝効果が大きく表れていたの

で継続していく。 

4 

（現状） 

○児童の欠席連絡についてＩＣＴを活用すること

で、保護者への出欠確認が簡略化できた。 

○業務改善が進み、会議の回数等が減少した。 

○業務改善につながるよう、ICT 機器の効果的な

活用方法を共有できている。 

（課題） 

○「報告・連絡・相談・見届け」体制の強化が継

続して必要である。 

○働き方改革で生み出された時間を、教員自身の

スキルアップの時間としてうまく活用でいるよ

うにする必要がある。 

○教科により、ICT機器の活用状況に差がある。 

・教職員一人ひ

とりに応じた

働き方改革の

実施 

①働き方改革で生み出した時間を、研修

や教材研究、学年会の時間として確保

する。 

②月に 1回「Ｓノー残業デー」を設定

し、教職員各自が計画性をもって業務

に取り組んでいるか振り返りを行う。 

 

①学校自己評価（職員評価）において、

働き方改革に関連する項目の肯定的な

回答の割合が９６％以上となったか。 

②教職員一人ひとりが目標を設定し、実

行することができたか。 

①学校自己評価（職員評価）において、働き

方改革に関連する項目の肯定的な回答の割

合が８９．３％であった。 

②教職員一人ひとりが目標を設定し、定時退

勤を実行するよう努めていた。「Ｓノー残

業デー」に合わせて業務を計画的に進めて

いくことに課題がある。 

Ｂ 

○研修の時間を活用し「教材研究の時

間」や「大学准教授による研修会」

等を設定し、自己研鑽の時間の確保

ができてきた。「教員が心身ともに

健康な状態で児童の教育にあたる」

ことができるよう、働き方改革を前

進していく。 
 

・欠席等連絡アプリ「スクリ

レ」が導入され、保護者として

は大変便利である。体育の見学

などの連絡もできるとよい。 

 

・いろいろなアイディアが各担

当教員から出て、実践されてい

るようだが、そういったことを

発言できる風通しのよさがある

のではないかと推測される。 

・意欲に満ちた

教職員集団を

醸成する学校

の課題に対応

した研修の実

施 

①「報告・連絡・相談・見届け」体制の

強化。教職員等から速やかに管理職に

報告し、学年主任等を中心に初動から

組織で対応する体制を構築する。 

②ICT 活用能力の向上を図るため、エバ

ンジェリストを中心とする提案型研修

を積み重ねる。 

①学校自己評価（保護者評価）におい

て、「児童理解」に関連する項目の肯

定的な回答の割合が９０％以上となっ

たか。 

②教員が自らの授業における課題を把握

し、目標を立て、達成に向けて行動で

きるようになったか。 

①学校自己評価（保護者評価）において、

「児童理解」に関連する項目の肯定的な回

答の割合が９５％であった。 

②教員が自らの授業における課題を把握し、

研修目標を立て、自己評価を行った。ま

た、研究テーマごとのチームに分かれ、熱

心に教育理論について議論を進めた。 

Ａ 

○公開授業や授業者を囲んでの座談会

を年に２０回程度行った。授業につ

いての意見交流等を通して、指導方

法や教員間のコミュニケーションを

深めることができた。教員が授業づ

くりを通して切磋琢磨していけるよ

うな環境づくりを継続していく。 

 


